
接続詞 練習プリント① 

 

一 次の各文の空欄部に、「だから／ですから（順接）」「しかし（逆接）」のどちらかの

語を入れ、文を完成させましょう。 

 

① 最近、運動不足だ。（    ）、ジムに行こうと思う。 

② 人の役に立つ仕事がしたいです。（    ）、消防士になりたいと思います。 

③ この部屋は暑い。（    ）、冷房はついていなかった。 

④ 集合時間３分前だ。（    ）、まだ誰も来ていない。 

⑤ 残り時間はまだ３０分ある。（    ）、あきらめてはいけない。 

 

 

二 次の各文の空欄部にあてはまる語を、下の語群から選んで入れ、文を完成させま

しょう。ただし、一つの語にき、一度しか使用できないものとします。 

 

① 昨日は一生懸命勉強した。（    ）、国語の小テストがあるからだ。 

② 家に傘を忘れて、雨で服が濡れてしまった。（    ）、風が強く、気温も低かったため、 

非常に辛い思いをした。 

③ この人は、父の弟です。（    ）、私の叔父です。 

④ 漢字には日本国内で作られたものがあります。（    ）、峠、込、畑などです。 

⑤ あなたは、我慢強いですか。（    ）、我慢強くありませんか。 

 

 

・それとも   ・なぜなら   ・たとえば   ・しかも   ・つまり 

 

 

【答えは次のページ】  



【答え一】 

①だから  ②ですから  ③しかし  ④しかし  ⑤だから 

 

 

ポイント 

順接･･･前の内容の結果として、後の内容があることをあらわす。 

    主な順接の接続詞：だから・したがって・そこで 等 

 

逆接･･･後の内容が、前の内容から想定される内容と異なることをあらわす。 

    主な逆接の接続詞：しかし・だが 等 

 

 

【答え二】 

① また  ②しかも  ③つまり  ④たとえば  ⑤それとも 

 

ポイント 

①原因・理由･･･後の内容が前の内容の理由（原因）であることをあらわす。 

   主な並列の接続詞：なぜなら 等 

 

②添加
て ん か

／累加
る い か

･･･前の内容に、後の内容で情報を付け加えることをあらわす。 

    主な添加／累加の接続詞：そして・それから・しかも・さらに・その上・また 

 

③換言
かんげん

･･･前の内容を言い換えたり、まとめたりすることをあらわす。 

    主な換言の接続詞：つまり・すなわち・要するに 等 

 

④例示
れ い じ

･･･前の内容の具体例を述べることをあらわす。 

主な例示の接続詞：たとえば 等 

 

⑤選択
せんたく

･･･前か後ろかどちらかであることをあらわす。 

   主な選択の接続詞：または・それとも・あるいは・もしくは 


